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【要　約】

【課　題】　本発明は、コイル間の短絡のない安定した

平面コイルを具備してなる平面磁気素子を提供する。

【解決手段】　平面コイルのコイル端子とコイル端子最

近接コイル間の幅を、前記平面コイルのコイル間幅より

も広くする。

　また、前記平面コイルのコイル端子幅をＷpとし、コ

イル間幅をＷsとし、コイル幅をＷcとしてなるとき、前

記のコイル端子とコイル端子最近接コイル間の幅を、Ｗ

p・Ｗs／Ｗcの式で求められる値以上としてなることを

より好適とする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 平 面 コ イ ル の コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 が 、 前 記 平 面 コ イ ル の コ イ ル
間 幅 よ り も 広 い こ と を 特 徴 と す る 平 面 磁 気 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 平 面 コ イ ル の コ イ ル 端 子 幅 を Ｗ pと し 、 コ イ ル 間 幅 を Ｗ sと し 、 コ イ ル 幅 を Ｗ cと し
て な る と き 、
前 記 の コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 を 、 Ｗ p・ Ｗ s／ Ｗ cの 式 で 求 め ら れ る
値 以 上 と し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 平 面 磁 気 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 平 面 磁 気 素 子 の 平 面 コ イ ル と そ の コ イ ル 端 子 の 形 状 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 携 帯 機 器 の 利 用 が 盛 ん に な る に つ れ 、 内 部 で 使 わ れ る 電 子 部 品 の 小 型 ・ 低 背 （ 薄
型 ） 化 と 低 消 費 電 力 化 が 進 ん で き て い る 。 特 に 、 電 源 等 に 用 い ら れ る ト ラ ン ス や イ ン ダ ク
タ 等 の 平 面 磁 気 素 子 に つ い て も 、 そ の 小 型 ・ 低 背 化 を 進 め る こ と が 重 要 な 課 題 と な っ て き
て お り 、 特 に 、 小 型 化 の 観 点 か ら 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 技 術 を 利 用 し て 、 よ り 微 細 な 線
幅 の 平 面 コ イ ル を 形 成 す る 方 法 が と ら れ る よ う に な っ て き て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ れ に 対 し 、 平 面 コ イ ル の 両 端 に 位 置 す る コ イ ル 端 子 は 、 外 部 電 極 と の 接 続 を 良 好 に す
る た め 大 き い 面 積 と す る こ と が 必 要 で あ る 。 し た が っ て 、 コ イ ル 端 子 幅 と コ イ ル 幅 の 差 が
大 き く な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 低 消 費 電 力 化 の 面 か ら は 、 平 面 磁 気 素 子 の 直 流 抵 抗 を 低 く す る 必 要 が あ り 、 そ の
た め 、 平 面 コ イ ル の コ イ ル 断 面 積 を 増 大 す る 傾 向 に あ り 、 平 面 コ イ ル の コ イ ル 厚 さ を 増 や
し て い る の が 現 状 で あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 技 術 を 利 用 し て 、 平 面 コ イ ル を 形 成 す る 方 法 は 、 例 え
ば 、 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま ず 、 磁 性 基 板 上 に 電 気 め っ き の 際 の 電 気 を 流 す た め の Cuシ ー ド 薄 膜 を ス パ ッ タ 法 で 形
成 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 技 術 を 利 用 し て 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム を 形 成 す る 。 具 体 的 に
は 、 Cuシ ー ド 薄 膜 上 に フ ォ ト レ ジ ス ト を 均 一 に 塗 布 し 、 平 面 コ イ ル の コ イ ル 形 状 を パ タ ー
ニ ン グ し た ガ ラ ス マ ス ク を 通 じ て 露 光 し 、 照 射 量 の 低 い 場 所 を 現 像 処 理 に よ っ て 溶 解 さ せ
て コ イ ル 形 状 と 反 対 の レ ジ ス ト フ レ ー ム を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 電 気 め っ き 法 に よ り レ ジ ス ト フ レ ー ム の 無 い と こ ろ へ Cuを め っ き し 、 平 面 コ イ ル
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し た が っ て 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム が 壁 と な っ て 、 コ イ ル 間 を 分 離 す る 作 用 を 有 す る の で あ
る 。 そ の た め 、 平 面 コ イ ル の コ イ ル 高 さ に 応 じ て 、 同 じ 高 さ 以 上 の レ ジ ス ト フ レ ー ム 厚 が
必 要 と な る 。 そ の 後 、 不 要 と な っ た レ ジ ス ト フ レ ー ム を 除 去 し 、 平 面 コ イ ル の コ イ ル 間 に
残 っ た Cuシ ー ド 薄 膜 を エ ッ チ ン グ で 除 去 し て 平 面 コ イ ル を 完 成 さ せ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2001-244123号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 Y.Fukuda et al., IEEE Trans. Magn., 2003年 , Vol.39, No.4, p.2057
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に 基 づ き 、 従 来 の 平 面 磁 気 素 子 に お け る 平 面 コ イ ル と コ イ ル 端 子 の 構 造 に つ い て 説
明 し 、 そ の 問 題 点 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ （ ａ ） は 、 従 来 の 平 面 磁 気 素 子 の 平 面 コ イ ル １ と コ イ ル 端 子 ３ の 形 状 を 示 す 平 面 図
で あ る 。 こ こ で 、 平 面 コ イ ル １ は 、 ス パ イ ラ ル 状 に 形 成 さ れ 、 そ の コ イ ル 幅 と コ イ ル 間 幅
は 一 定 と し て い る 。 ま た 、 コ イ ル 端 子 ３ と 平 面 コ イ ル １ の 最 近 接 の コ イ ル ま で の 幅 、 す な
わ ち 、 「 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 」 ５ も 前 記 の コ イ ル 間 幅 に 等 し い 幅
と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ （ ｂ ） は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 平 面 コ イ ル と コ イ ル 端 子 を 形 成 す る た め の レ ジ ス ト フ
レ ー ム ６ の 配 置 を 示 す Ｂ － Ｂ 視 断 面 図 で あ る 。 こ こ で 、 11で 示 す 点 線 部 は 、 レ ジ ス ト フ レ
ー ム の 倒 れ と 剥 れ が 生 じ て い る 部 分 で あ る 。 ま た 、 図 ２ （ ｃ ） は 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム ６ に
対 し て Cuめ っ き を 行 い 、 平 面 コ イ ル １ を 形 成 し た 際 の 断 面 図 で あ る が 、 12に 示 す 個 所 で の
め っ き 不 良 に よ り 、 コ イ ル 間 に 短 絡 が 生 じ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 技 術 を 利 用 し て 平 面 コ イ ル を 形 成 す る 場 合 、 低 消 費 電 力 化 の た め
に 厚 い コ イ ル を 形 成 し よ う と す る と 、 そ の 厚 さ に 応 じ た 厚 い レ ジ ス ト フ レ ー ム を 形 成 す る
こ と が 必 要 と な る 。 そ の た め 、 形 成 し た レ ジ ス ト フ レ ー ム の ア ス ペ ク ト 比 が 高 く な り 、 平
面 コ イ ル を 形 成 す る 際 に 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム の 倒 れ や 剥 れ が 発 生 し や す く な る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ の よ う な 場 合 、 電 気 め っ き 工 程 で め っ き す る 際 に 、 上 記 の よ う に レ ジ ス ト フ レ ー ム が
コ イ ル 間 の 分 離 の 役 割 を 果 た せ な く な る た め 、 コ イ ル 間 の 短 絡 を 起 こ し て し ま い 、 所 定 の
特 性 が 得 ら れ な く な る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な レ ジ ス ト フ レ ー ム の 倒 れ や 剥 れ を 解 消 し 、 コ イ ル 間 の 短 絡 の な
い 安 定 し た 平 面 コ イ ル を 具 備 し て な る 平 面 磁 気 素 子 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 平 面 コ イ ル の コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 が 、 前 記 平 面 コ イ
ル の コ イ ル 間 幅 よ り も 広 い こ と を 特 徴 と す る 平 面 磁 気 素 子 に よ っ て 上 記 課 題 を 解 決 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 平 面 コ イ ル の コ イ ル 端 子 幅 を Ｗ pと し 、 コ イ ル 間 幅 を Ｗ sと し 、 コ
イ ル 幅 を Ｗ cと し て な る と き 、 前 記 の コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 を 、 Ｗ p
・ Ｗ s／ Ｗ cの 式 で 求 め ら れ る 値 以 上 と し て な る こ と を 好 適 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 平 面 磁 気 素 子 の コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 を コ イ ル 間 幅 よ
り も 広 く し た こ と で 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 に お け る レ ジ ス ト フ レ ー ム の 倒 れ や 剥 れ
の 不 良 を 抑 制 す る こ と が で き る よ う に な り 、 平 面 磁 気 素 子 の コ イ ル 短 絡 に よ る 特 性 不 良 を
解 消 し 、 安 定 し た 平 面 磁 気 素 子 を 提 供 で き る よ う に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 コ イ ル 間 の 短 絡 不 良 の 原 因 を 鋭 意 、 調 査 検 討 し 、 そ の 原 因 と な る レ ジ ス
ト フ レ ー ム の 倒 れ や 剥 れ が 発 生 し や す い 場 所 に つ い て 検 討 し 、 そ の 場 所 が 、 コ イ ル 端 子 に
近 接 し た コ イ ル と コ イ ル 端 子 の 間 で あ る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 そ し て 、 そ の 倒 れ や 剥 れ の 原 因 に つ い て 更 な る 検 討 を 重 ね た 結 果 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ
ー 工 程 に お け る 現 像 処 理 の 際 に 、 溶 解 さ せ る レ ジ ス ト の 幅 が 狭 い 平 面 コ イ ル の コ イ ル 部 分
よ り も 、 幅 の 広 い コ イ ル 端 子 部 分 で の 現 像 速 度 が 速 く な る こ と が 原 因 で あ る こ と を 突 き 止
め た 。 つ ま り 、 現 像 速 度 が 速 い 場 所 で は 、 所 定 形 状 に レ ジ ス ト が 溶 解 さ れ た 後 も 、 現 像 速
度 が 遅 い 場 所 の レ ジ ス ト が 所 定 形 状 に な る ま で 現 像 液 に さ ら さ れ る こ と と な り 、 現 像 速 度
が 速 い 場 所 の レ ジ ス ト フ レ ー ム 側 面 の 溶 解 が 進 み す ぎ て 、 当 該 個 所 で の レ ジ ス ト フ レ ー ム
幅 が 細 く な っ て し ま う の で あ る 。 そ し て 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム の 幅 が 細 く な る と 、 そ の 強 度
が 弱 く な り 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム の 倒 れ や 剥 れ と い っ た 現 象 が 生 じ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 者 ら は 、 細 く な り や す い 部 分 で あ る コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ
ル 間 の 幅 を 広 く と る よ う に し 、 コ イ ル 間 幅 よ り も 広 く し て お く こ と で 、 そ こ で の 現 像 が 進
み す ぎ で も 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム の 倒 れ や 剥 れ が 生 じ な い レ ジ ス ト フ レ ー ム 幅 を 確 保 で き る
よ う に す れ ば よ い こ と に 想 到 し た 。 そ う す る こ と で 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム の 倒 れ や 剥 れ が 生
じ な い か ら 、 そ の 後 の 電 気 め っ き に お け る コ イ ル 間 短 絡 不 良 を 抑 制 で き る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に 基 づ き 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、
図 ２ に お い て 説 明 し た と 同 一 の 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 再 度 の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 平 面 磁 気 素 子 の 構 造 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ り 、 ま た 、 図 １
（ ｂ ） は 、 そ の 平 面 コ イ ル の コ イ ル 形 状 を 実 現 す る た め の レ ジ ス ト フ レ ー ム を 形 成 し た 際
の Ａ － Ａ 視 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 平 面 磁 気 素 子 の 構 造 で は 、 図 １ （ ａ ） か ら 明 ら か な よ う に 、 コ イ ル 端 子 と コ イ
ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 ５ を コ イ ル 間 幅 Ｗ sよ り も 広 く し て お く こ と を 特 徴 と す る 。 そ
の た め 、 図 １ （ ｂ ） か ら も 明 ら か な よ う に 、 上 記 の ５ に 対 応 す る レ ジ ス ト フ レ ー ム の 幅 5a
が 他 の レ ジ ス ト フ レ ー ム の 幅 よ り も 広 く さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 こ の よ う に コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 ５ を コ イ ル 間 幅 Ｗ sよ
り も 広 く す る こ と に よ っ て 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム の 倒 れ や 剥 れ を 抑 制 す る こ と が で き 、 平 面
コ イ ル 形 成 後 の コ イ ル 間 の 短 絡 不 良 を 抑 制 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 者 ら が 、 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 ５ に つ い て 更 に 詳 細 に 検 討
し た と こ ろ 、 こ の 幅 を コ イ ル 間 幅 ４ よ り も 広 く す る だ け で は な く 、 さ ら に 、 以 下 の （ １ ）
式 で 表 さ れ る 値 以 上 と す る こ と が よ り 好 適 で あ る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｗ p・ Ｗ s／ Ｗ c　 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
　 こ こ で 、 Ｗ p： コ イ ル 端 子 幅 、 Ｗ c： コ イ ル 幅 、 Ｗ s： コ イ ル 間 幅 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 す な わ ち 、 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 ５ が （ １ ） 式 の 値 よ り 小 さ い と
、 レ ジ ス ト フ レ ー ム ６ の 幅 を 十 分 に 広 く す る こ と が で き ず 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー の 実 施
条 件 の ば ら つ き に よ っ て は 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム 不 良 が 発 生 す る 可 能 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 む や み に 広 く す る と 、 図 １ （ ａ ） か ら も 明 ら か な よ う に 、 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端
子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 ５ の 領 域 で 大 き な 面 積 を 占 有 す る こ と に な り 、 平 面 磁 気 素 子 の 基 本
的 な 特 性 を 決 定 す る コ イ ル 部 分 の 面 積 が 減 少 し て し ま う こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ の 結 果 、 例 え ば 、 イ ン ダ ク タ ン ス の 低 下 や コ イ ル 抵 抗 の 増 加 と い っ た 平 面 磁 気 素 子 の
特 性 劣 化 を お こ す 可 能 性 が 高 く な る の で 、 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 ５
は 広 く し す ぎ な い こ と も 必 要 で あ る 。
【 実 施 例 】
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 、 更 に 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Fe 2 Ｏ 3 ／ ZnＯ ／ CuＯ ／ NiＯ 　 ＝ 　 49／ 23／ 12／ 16（ mol％ ） 組 成 の フ ェ ラ イ ト 基 板 に 、
電 気 め っ き の 際 の Cuシ ー ド 薄 膜 と し て 0.5μ ｍ 厚 の Cu膜 を ス パ ッ タ 法 で 成 膜 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 Cuシ ー ド 薄 膜 上 に フ ォ ト レ ジ ス ト を 塗 布 し た 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー に よ っ て
、 厚 み 90μ ｍ 、 ７ タ ー ン の ス パ イ ラ ル コ イ ル の レ ジ ス ト フ レ ー ム を 形 成 し た 。 電 気 め っ き
に よ り レ ジ ス ト フ レ ー ム 内 に Cuを 析 出 さ せ た 後 、 レ ジ ス ト フ レ ー ム を 剥 離 し 、 湿 式 エ ッ チ
ン グ で コ イ ル 間 の め っ き 下 地 を 取 り 除 い て 平 面 コ イ ル を 完 成 さ せ た 。 作 製 し た 平 面 コ イ ル
の コ イ ル 端 子 幅 Ｗ p、 コ イ ル 間 幅 Ｗ s、 コ イ ル 幅 Ｗ cに つ い て は 、 後 述 の 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 コ イ ル 端 子 幅 Ｗ pは 200か ら 400μ ｍ 、 コ イ ル 間 幅 Ｗ sは 20μ ｍ 、 コ イ ル 幅 Ｗ
cは 40か ら 80μ ｍ と し 、 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 は 30か ら 400μ ｍ と し
た 。 そ し て 、 そ の う ち の 組 み 合 わ せ で 計 ９ 種 類 の コ イ ル 形 状 の 平 面 コ イ ル を 有 す る 平 面 磁
気 素 子 を そ れ ぞ れ 100個 作 製 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 作 成 し た 各 100個 の 平 面 磁 気 素 子 に つ い て イ ン ダ ク タ ン ス を 測 定 し 、 所 定 イ ン ダ
ク タ ン ス よ り 低 い も の を コ イ ル 短 絡 不 良 と し 、 そ の 不 良 率 を 評 価 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 比 較 の た め 、 作 製 条 件 は 上 記 と 全 く 同 じ と し 、 コ イ ル 形 状 が 本 発 明 例 の 範 囲 外 と
な る ３ 種 類 の コ イ ル も 各 100個 作 製 し 、 同 様 に 不 良 率 評 価 を 行 っ た 。 具 体 的 に は 、 比 較 例
と し て 、 コ イ ル 端 子 幅 Ｗ pが 200か ら 400μ ｍ 、 コ イ ル 間 幅 Ｗ sが 20μ ｍ 、 コ イ ル 幅 Ｗ cが 40
か ら 80μ ｍ で あ り 、 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 も コ イ ル 間 幅 Ｗ sと 同 じ 2
0μ ｍ と し て 作 製 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 で 得 ら れ た 評 価 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に 従 い 、 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅
を コ イ ル 間 幅 よ り 広 く し た 場 合 に は 、 不 良 率 が 比 較 例 に 比 べ て 大 幅 に 低 減 さ れ て い る こ と
が わ か る 。 さ ら に 、 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 を 、 Ｗ p・ Ｗ s／ Ｗ cの 値
以 上 と し た 場 合 、 不 良 率 は ０ ％ に ま で 低 減 で き て い る 。 す な わ ち 、 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端
子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅 は 、 Ｗ p・ Ｗ s／ Ｗ cの 値 以 上 と す る こ と が よ り 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 平 面 磁 気 素 子 の 構 造 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 （ ａ ） と そ の Ａ － Ａ 視 断 面 図
（ ｂ ） で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 平 面 磁 気 素 子 の 構 造 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 （ ａ ） と そ の Ｂ － Ｂ 視 断 面 図 （
ｂ ） 、 並 び に 、 従 来 の 問 題 点 を 説 明 す る 模 式 断 面 図 （ ｃ ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 　 　 平 面 コ イ ル
　 ２ 　 　 磁 性 基 板
　 ３ 　 　 コ イ ル 端 子
　 ５ 　 　 コ イ ル 端 子 と コ イ ル 端 子 最 近 接 コ イ ル 間 の 幅
　 5a　 　 （ 上 記 の ５ に 対 応 す る ） レ ジ ス ト フ レ ー ム の 幅
　 ６ 　 　 レ ジ ス ト フ レ ー ム
　 ７ 　 　 Cuシ ー ド 薄 膜
　 11　 　 レ ジ ス ト フ レ ー ム の 倒 れ と 剥 れ が 生 じ て い る 部 分
　 12　 　 コ イ ル 間 の 短 絡 発 生 個 所
　 Ｗ p 　 コ イ ル 端 子 幅
　 Ｗ s　  コ イ ル 間 幅
　 Ｗ c　  コ イ ル 幅
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